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“

人
は
皆
、
未
来
を
信
じ
て
生
き

て
い
る
と
い
う
。

二
○
○
五
年
の
夜
明
け
１
１
１
．

私
は
い
つ
も
の
新
年
と
は
違
っ
た

気
持
ち
で
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
未
来
に
夢
を
託
し
て
決

め
た
新
生
五
所
川
原
市
が
発
足
す

る
記
念
す
べ
き
年
の
幕
開
け
だ
か

ら
で
あ
る
。

「
人
生
の
本
舞
台
は
常
に
将
来

に
あ
り
」
こ
れ
は
憲
政
の
神
様
と

い
わ
れ
た
尾
崎
行
雄
が
九
十
四
歳

に
し
て
語
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

こ
れ
は
い
ま
、
な
し
て
い
る
全

て
の
こ
と
は
将
来
の
た
め
に
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
政
治
に
携

わ
る
者
の
判
断
基
準
は
常
に
将
来

の
為
に
何
を
な
す
か
で
あ
り
、
目

先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
す
市
町
村
合
併
に
暗
示
を
与

え
る
言
葉
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

村
か
ら
市
に
、
二
段
飛
び
で
村

民
か
ら
市
民
に
な
る
け
れ
ど
、
反

面
「
小
さ
な
村
の
声
や
地
域
の
ぬ

く
も
り
」
が
新
し
い
市
で
ど
の
程

度
生
か
さ
れ
る
の
か
、
期
待
と
と

も
に
一
抹
の
不
安
も
感
じ
ま
す
が
、

し
か
し
、
合
併
に
は
確
信
の
持
て

る
選
択
な
ど
あ
り
得
な
い
し
、
基

令
儲
は
永
象
公
の
挑
識

盤
の
弱
い
者
同
士
が
合
併
し
て
も

豊
か
に
な
る
と
い
う
保
障
も
あ
り

ま
せ
ん
。
マ
チ
づ
く
り
は
本
来
、

不
確
実
な
未
来
に
挑
戦
す
る
こ
と

で
あ
り
、
未
来
を
創
る
若
者
た
ち

に
期
待
す
る
し
か
な
い
と
思
い
ま

す
。

来
る
春
を
待
た
ず
に
寒
い
北
国

に
帰
る
白
鳥
の
よ
う
に
、
私
も
ま

た
そ
の
春
を
待
た
ず
に
三
月
二
十

七
日
市
浦
村
閉
村
と
時
を
同
じ
く

し
て
村
長
の
職
を
去
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

十
三
年
前
、
私
が
村
長
選
に
出

馬
し
た
頃
は
、
寒
く
て
、
遠
く
て
、

貧
し
く
て
、
そ
の
上
政
争
の
激
し

い
村
、
こ
れ
が
我
が
村
に
抱
く
一

般
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
故
に
、
こ
の
村
を
変
え
な

く
て
は
、
と
い
う
情
熱
に
ほ
だ
さ

れ
て
立
候
補
し
当
選
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
十
三
年
Ｉ
。

い
ま
「
歴
史
と
癒
し
と
観
光
」

と
い
う
躍
動
感
の
あ
る
村
へ
と
変

ぼ
う
し
、
政
治
的
に
も
安
定
し
て

参
り
ま
し
た
。

中
世
の
国
際
港
湾
都
市
十
三
湊
、

道
の
駅
ト
ー
サ
ム
、
下
水
道
や
圃

場
整
備
、
十
三
湊
漁
港
の
建
設
、

小
学
校
や
保
育
園
の
統
合
、
露
草

斎
苑
、
悠
遊
郷
、
モ
ャ
会
館
、
特

養
ホ
ー
ム
「
す
わ
ん
の
里
」
の
誘

致
、
食
味
日
本
一
の
ト
マ
ト
と
し

じ
み
、
そ
れ
に
し
～
う
ら
ん
ど
海

遊
館
や
、
ピ
ン
コ
ロ
館
、
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
ほ
か
に
大
河
ド
ラ

マ
の
現
地
ロ
ケ
も
あ
り
ま
し
た
。

過
疎
サ
ミ
ッ
ト
や
藤
原
ゆ
か
り
三

代
サ
ミ
ッ
ト
も
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
、
鹿
児
島
県
、
長
崎

県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
兵
庫
県
、

静
岡
県
の
ほ
か
、
宮
城
県
、
福
島

県
、
秋
田
県
な
ど
か
ら
の
視
察
も

あ
り
、
そ
の
他
に
も
新
聞
、
テ
レ

ビ
を
は
じ
め
健
康
や
福
祉
の
専
門

誌
に
も
数
多
く
紹
介
さ
れ
、
名
古

屋
大
学
か
ら
も
研
修
に
お
出
で
に

な
っ
た
ほ
か
、
東
京
か
ら
、
札
幌

か
ら
修
学
旅
行
生
も
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

十
三
年
前
に
は
、
我
が
村
か
ら

視
察
に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
他
県
か
ら
我
が
村
ま
で
視
察
に

来
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
賞
や
、
厚
生
労

働
大
臣
賞
も
受
賞
で
き
ま
し
た
。

過
ぎ
て
み
れ
ば
、
長
く
も
あ
り

短
く
も
あ
っ
た
十
三
年
間
、
任
期

の
た
び
ご
と
に
村
民
の
審
判
を
受

け
、
ダ
メ
な
ら
い
つ
辞
め
て
も
い

い
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
来
ま

し
た
。

昨
日
よ
り
も
今
日
、
今
日
よ
り

も
明
日
と
、
こ
の
十
三
年
間
私
に

（

は
一
日
た
り
と
も
マ
ン
ネ
リ
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
余
力
も
あ
り
、
情

熱
も
あ
り
、
合
併
後
の
新
し
い
マ

チ
づ
く
り
の
使
命
感
も
感
じ
て
い

ま
す
が
、
し
か
し
未
練
は
あ
り
ま

せ
ん
。
全
力
を
出
し
切
っ
た
と
い

う
満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
、

仕
事
を
評
価
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
も
サ
ラ
サ
ラ
あ
り
ま

せ
ん
。
や
り
残
し
た
仕
事
を
考
え

る
と
際
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

合
併
を
期
に
余
力
を
残
し
て
引

退
し
て
い
く
、
こ
れ
が
私
な
り
の

美
学
だ
と
自
ら
に
そ
う
言
い
聞
か

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
・
未
曾
有
の
財
政

危
機
、
地
方
分
権
、
時
代
は
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

未
来
に
つ
な
が
る
道
は
過
去
の

延
長
線
上
で
は
な
く
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
変
え
る
熱
気
と
変
わ
る

勇
気
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

合
併
し
て
も
持
続
的
な
発
展
を

図
る
に
は
、
海
の
バ
イ
オ
マ
ス
、

山
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た

「
有
機
の
里
・
シ
ウ
ラ
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
バ
イ
オ
マ
ス
の
ガ
ス
化

発
電
に
よ
り
村
の
再
生
、
農
業
の

再
生
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
すこ

れ
ま
で
の
ご
支
援
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
市
浦
の
前
途
に
栄

光
あ
れ
と
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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市
浦
村
議
会
議
長

島
津
典
明

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
す
が
す
が
し

く
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
昭
和
三
十
年
に
相
内
、

脇
元
、
十
三
村
が
合
併
し
て
五
十

年
の
節
目
に
あ
た
り
、
市
浦
村
誕

生
五
十
年
祭
と
あ
わ
せ
て
関
東
地

区
「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」
発
足
十

周
年
記
念
式
典
が
盛
会
裏
の
う
ち

に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
三
十
年
市
浦
村
誕
生
時
は

財
政
難
に
直
面
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
歴
代
五
代
の
村
長
の
ご
尽
力

に
よ
り
難
局
を
乗
り
越
え
今
日
の

我
が
村
は
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
構
築
さ
れ
、
小
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
光
る
村
へ
と
一
歩
一
歩

前
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
こ
と
に
時
代
の
変
遷
に
伴
い

4

懇
四
１
口驚
く

行
財
政
改
革
に
よ
る
平
成
の
大
合

併
が
現
在
全
国
津
々
浦
々
で
進
行

中
で
あ
り
ま
す
。
我
が
村
も
逐
次

ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

五
所
川
原
市
及
び
金
木
町
と
の
三

市
町
村
合
併
調
印
式
ま
で
に
た
ど

り
着
く
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
粁
余
曲

折
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
市

町
村
合
併
問
題
百
人
委
員
会
、
更

に
は
住
民
大
半
の
意
向
を
尊
重
し
、

昨
年
十
月
十
九
日
に
三
市
町
村
で

の
合
併
調
印
式
を
終
え
、
新
市
誕

生
の
幕
開
け
ま
で
に
は
秒
読
み
の

段
階
に
入
り
ま
し
た
。
合
併
調
印

式
で
の
確
認
事
項
で
新
市
は
子
々

孫
々
ま
で
永
遠
の
繁
栄
と
持
続
で

き
う
る
新
市
を
建
設
す
る
こ
と
を

確
認
い
た
し
ま
し
た
。
小
泉
内
閣

は
税
源
移
譲
と
地
方
自
治
の
運
営

に
不
可
欠
な
地
方
交
付
税
、
各
種

補
助
金
の
削
減
等
に
よ
る
「
三
位

一
体
改
革
」
で
あ
り
ま
す
が
、
我

が
新
市
は
、
三
市
町
村
の
そ
れ
ぞ

れ
の
美
味
を
生
か
し
「
三
位
一
体
」

と
な
り
恒
久
的
に
持
続
可
能
な
創

造
す
る
た
め
、
新
市
民
「
市
浦
市

民
」
の
建
設
計
画
の
要
望
が
新
市

に
反
映
さ
れ
ま
す
よ
》
フ
に
我
々
議

諭
爺
誕
塗
に
向
け
て

■
Ⅱ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
ｌ
川
Ｉ
Ⅲ
Ⅷ
１

員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
粉
骨
砕

身
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ど
う
か
本
年
も
一
層
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

平
成
十
七
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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蕊
住民説明会の様子五所川原地域合併協議会設立

伽

，
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錨
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F
1日ドックを受けて安心平成16年度成人式
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上康保険医科診悪所

ご
一
の

三
○

年
も

＝！

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
一
皐
塞
篁
隷
百
露
営
振
馴
返
る

．
～

、
四
筆
ハ
イ
ラ
イ
ト
・
今

村
で
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事

（

階ンコロ館オープン青い森YOSAKO|の集いinしうら

閨圓○
相
内
太
田
地
区
で
虫
送
り
開
催
。

○
金
木
高
校
・
市
浦
分
校
が
陸
上
競
技
大
会
で
男
女
と
も
総
合

第
四
位
入
賞
。

圓 陰
一

３
月
一

２
月

可
『
庁

，
５
月Ｉ○

五
所
川
原
市
、
金
木
町
、
市
浦
村
の
三
市
町
村
で
法
定
合
併

協
議
会
「
五
所
川
原
地
域
合
併
協
議
会
」
を
設
立
。

○
十
三
漁
業
協
同
組
合
主
催
で
「
し
じ
み
の
森
」
植
樹
祭
を
開

催
。
（
相
内
山
）

○
平
成
十
六
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
二

十
七
億
八
千
五
百
万
円
。

○
一
日
ド
ッ
ク
（
総
合
健
診
）
で
村
民
八
百
四
十
七
人
が
受
診
。

○
医
療
・
保
健
・
福
祉
を
一
体
で
サ
ー
ビ
ス
す
る
包
括
ケ
ァ
セ

ン
タ
ー
「
ピ
ン
コ
ロ
館
」
オ
ー
プ
ン
。

○
教
育
委
員
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
役
場
庁
舎

内
に
移
転
。

○
十
三
支
所
、
脇
元
支
所
の
開
所
時
間
が
変
更
。

○
第
四
回
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
伽
事
業
の
五
万
円
の
商
品
券
が
「
あ

か
し
や
チ
ー
ム
」
に
。

○
津
軽
テ
ク
ニ
カ
が
創
業
二
十
周
年
記
念
式
典
開
催
。

○
生
涯
学
習
推
進
大
会
開
催
。
言
ミ
セ
ン
）

○
金
木
町
、
中
里
町
、
市
浦
村
、
小
泊
村
の
四
町
村
合
併
法
定

協
議
会
廃
止
。
（
一
月
三
十
一
且

○
任
期
満
了
に
伴
う
市
浦
村
議
会
議
員
選
挙
で
新
人
一
人
＄
元

職
一
人
を
含
む
十
二
人
が
無
投
票
当
選
。



(5)広報乙うち

顛噺…

一言亨弓

鰯
虚

3唖

A

凸

b呼

鬮,，
１
缶

一
・
》 q

生"

＃

4

琴今

防災訓練

法

白LF一

【 函

奉蕊匙

罷凝羅壗灘 識

過功労厚生労働大臣鋤拭

聯

》 市浦村誕生50年祭・関東ふるさと市浦会10周年

記念祝賀会で
驚職 穆

私ヌ

受賞後の記念撮影（左は奈良副参事）

‘・‐鐸零．配…唖，

伊南喜仁さんの生の声で市浦音頭

'戸．←

十三湊発掘説明会

圖 圓|g 圓－
扣
月
一

○
脇
元
支
所
・
十
三
支
所
が
十
二
月
二
十
八
日
で
閉
所
。

○
平
成
十
五
年
度
市
浦
村
褒
賞
受
賞
式
に
お
い
て
十
五
人
を
表

彰
。
（
青
森
あ
す
な
る
ホ
ー
ル
）

○
合
併
協
定
調
印
式
挙
行
。
県
に
申
請
。
合
併
の
期
日
は
「
平

成
十
七
年
三
月
二
十
八
日
」
ｃ

○
十
三
湊
遺
跡
発
掘
調
査
の
現
地
説
明
会
を
開
催
。

○
子
牛
品
評
会
開
催
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
「
か
つ
ゆ
き
」
。
（
実
取

牧
場
）

○
元
教
育
長
の
木
村
義
光
氏
が
地
方
教
育
功
労
賞
。
（
文
部
科
学

大
臣
賞
受
賞
）

○
第
二
十
五
回
あ
す
を
ひ
ら
く
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
開
催
。
ヨ
ミ

セ
ン
）

○
市
浦
村
誕
生
五
十
年
祭
、
関
東
地
区
「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」

発
足
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。

○
平
成
十
六
年
度
保
健
事
業
推
進
功
労
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
。

○
十
三
湊
・
檀
林
寺
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
を
開
催
。

○
脇
元
岩
木
山
神
社
大
祭
。
（
脇
元
地
区
）

○
市
浦
村
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
。
（
相
内
地
区
）

○
平
成
十
六
年
度
敬
老
会
開
催
。
言
ミ
セ
ン
）

○
市
町
村
対
抗
県
民
駅
伝
競
走
大
会
。
（
青
森
市
）

○
津
軽
テ
ク
ニ
カ
が
、
福
祉
車
輌
と
パ
ソ
コ
ン
五
台
を
村
に
寄
贈
。

○
第
二
十
五
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
青
森
県
大
会
市
浦
村
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。

○
十
三
の
砂
山
ま
つ
り
開
催
。
（
十
三
地
区
）

○
相
内
・
坊
様
踊
り
と
ね
ぶ
た
ま
つ
り
開
催
。
（
相
内
地
区
）

○
平
成
十
六
年
度
成
人
式
を
挙
行
。
新
成
人
四
十
四
人
が
大
人

の
仲
間
入
り
。
ヨ
ミ
セ
ン
）

○
青
森
県
民
体
育
大
会
。
（
青
森
市
）

○
新
市
の
名
称
を
「
五
所
川
原
市
」
と
決
定
。
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二
○
○
四
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
今

年
は
流
行
に
敏
感
な
海
遊
館
と
し
て

は
忙
し
い
一
年
で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
ヨ
ン
様
ブ
ー
ム
。
し
ま
い
に

は
マ
ッ
ケ
ン
ま
で
全
て
が
海
遊
館
に

と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
物
で
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
今
年

は
日
本
人
選
手
の
大
活
躍
に
沸
き
、

う
だ
る
よ
う
に
熱
か
っ
た
夏
を
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
言
う
ス
パ
イ
ス
が

心
地
よ
さ
を
感
じ
る
夏
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。
海
遊
館
も
古
川
前
支
配
人

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
シ
ン
ク
ロ
公
演
を

行
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
さ
な
が
ら
（
？
）

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
四

EDFL'夢 …，詞 N野6 涯'一面壁-…咽■▽一癖…宇竺ー兵淳一ー一

自

『
チ
ヨ
ー
気
持
ち
い
い
！
』

１
４
、

支
配
人
平
野
竜
矢

ｒ
ｒ

｜弄曼祁脈南信
し36q

_▲■▲一一一－寺一一■一二一一一一■守ﾆｰｰｰｰ

周
年
シ
ン
ク
ロ
は
遠
方
か
ら
の
お
客

様
も
多
く
来
て
頂
き
大
好
評
で
し
た
。

今
回
で
通
算
四
回
目
の
シ
ン
ク
ロ
公

演
で
、
私
達
の
技
術
（
技
術
と
言
っ

て
も
い
い
の
か
・
・
・
）
も
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
る
の
か
仕
上
が
り
も
早
く
、

よ
り
高
度
な
練
習
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
様
々
な
大
枝
も
編
み
出
き
れ
ま

し
た
。
実
際
お
客
様
か
ら
も
『
今
年

は
ど
ん
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
ろ

う
？
』
と
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
毎
回
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
ヨ
ン
周
年
と
い

う
こ
と
で
海
遊
館
に
も
ヨ
ン
様
が
応

援
に
来
て
く
れ
、
マ
ダ
ム
達
の
利
用

率
が
上
が
っ
た
？
と
か
上
が
ら
な
い

と
か
：
．
。
つ
い
先
日
の
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
マ
ッ
ケ
ン
サ
ン
バ

が
披
露
さ
れ
雪
も
溶
か
す
熱
狂
で
し

た
。

と
、
い
ろ
い
ろ
書
い
て
い
る
う
ち

に
、
「
た
だ
自
分
が
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
か
な
？
」
と
ち
ょ
っ
と
不
安
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
流
行

語
大
賞
の
様
に
『
チ
ョ
ー
気
持
ち
い

い
Ｉ
．
」
一
年
だ
っ
た
か
な
と
思
え
た

の
で
勝
手
に
良
し
と
し
ま
す
。
二
○

○
五
年
は
海
遊
館
も
五
周
年
と
言
う

こ
と
で
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

更
に
皆
様
に
心
か
ら
『
海
遊
館
、
チ

ョ
ー
気
持
ち
い
い
Ｉ
．
』
と
い
わ
れ
る

よ
う
な
施
設
作
り
を
心
掛
け
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
二
○
○
五
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
一

I…⑥
白Q●b○p■の○町｡｡｡●■■b●●ogbp｡bGp■●beba●q●■Q●CD●｡｡●●■bQ■●■①●｡●●DDpp●QDQも●●●●b●●凸自･ザ■心｡■●●白｡

Ｊ
分

12月30日、31日、1月1日の3日間は18:OO迄の短縮営業とさせていただきます。

尚、2日より通常営業となります。
町込■●■■・●●■ロロ｡・・p・旬・・・■｡●・●●｡●・句・●甘●・●●●■｡・・・●qbpa■●。①｡・・■p●●け■・口■ご町■や■Vご■藩uマレ日■■●e・己■◆●・・F●｡。●｡。｡■●●●●●・●・・も■●・●の●。e●●争eGpゅ●●■ら。｡。●・■Gpo■口｡

’
●
●
■
●
■
。
■
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l
l
l
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毛
Ｉ
ｊ
ｈ
Ｉ
陞
佼

ｋ
ｌ
ｌ
ｒ

2日の夜は海遊館で今年最初の汗をかきましょう！

〃18:45～アウフグース(AF)"19:OO～アクアジム(AG)"19:30～アウフグース(AF)

2日の夜はAAA(トリプルA)汗をかく事保証付き！
●qDe姓ワ．.「..bnF．&け■p●.？..．■．n句..▼ャ.Fbp．､画町.．..．訂むむ.⑪．．､BwDFp凹むロロ■りむ.旬.U、..b、.....｡､Ub.､口$．pb，旬.｡､..Qﾀ．の.．■.Q,.β､｡.。P．｡､bし.⑧..旬①巳..由..｡.｡．･．｡G③ヶ幻ｩ．.｡b①..．.･唾・釘。。■①町

口
極舅＠℃S
1月1日～5日は初売りと題し、福袋を発売いたします。

豪華な1万円と、お手軽3千円をご用意しております。各日供に個数に限りがございます。

1月2日～5日迄の期間中、18:OO以降の入館料がナント半額に！

しかも運動プログラムも無料開放1缶正月IさやっぱL)タラ'ﾉだね』

■

、

⑪ 新年もやりますラッキーマンデー

バンジェ半額通常1,500円

先着20名入館料半額､運動プ

クイックビューティー(15分）

アクイックストレッチ(15分）

1月3日

17日

24日

31日

1，1

1

11

、

I

で二言冒弓E＝
三 一

一 一 ニ ム ヒ ー 圭 一 一 一 一 一 二 一 一 一 坐 ＝

… ＝一一一一一・一一

凸一一一一凸一唾当-＝▲mqLLr■且一■韮一一■-L上一P-F一宮凸一一一四L一七＝生.一



広報乙うち(7)

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

日
本
に
住
む
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
営
業
者
、

学
生
な
ど
は
第
一
号
被
保
険
者
に
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
は
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る
と
同
時

に
第
二
号
被
保
険
者
に
、
第
二
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

は
第
三
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

や
が
て
必
ず
訪
れ
る
長
い
老
後
の
収

入
を
約
束
し
て
く
れ
る
唯
一
の
年
金

制
度
で
す
。
年
金
額
は
物
価
に
ス
ラ

イ
ド
し
、
何
歳
ま
で
生
き
よ
う
と
も

終
身
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

安
心
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

国
民
年
金
が
す
べ
て
の
人
が
加
入
す

る
社
会
保
険
方
式
を
と
り
、
働
く
世

代
の
保
険
料
で
高
齢
者
世
代
の
年
金

を
賄
う
仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
か
ら

で
す
ｃ
ま
た
、
年
金
を
支
払
う
必
要

の
三
分
の
一
は
、
国
が
負
担
し
て
い

ゴー一~‐
Ｕ
■
■
■
５
９
■
■
■
守
口
■
■
■
”
■
も
む
巴
■
■
且
Ｌ
ｑ
■
■
Ｐ
■
且
§
〃
〃
９
日
■
Ｌ
■
■
Ｕ
８
ｒ
０
ｂ
Ｉ

．
I

の
皆
き
た
璽
陵
年
金
の

柳
入
手
織
き
を
し
ま
》
し
ょ
ゑ

I
ー

写
酉
辱
呼
声
【
ぬ
毎
毎
嘩
ロ
や
律
庫
挿
典
、
軍
車
庫
唾
申
車
餌
垂
口
由
垂
■
わ
ゃ
寧
津
写
坤
二
面
軍
“
い
や
■
卓
毎
画
垂
Ｐ
二
つ
■
つ
草
画
心
中
』
岬
車
牽
字
面
室
ゆ
』
”
画
勾
画
由
毎
画
甲
画
啄
車
卓
句
■
ｗ
■
ぬ
い
い
■
心
専
”
口
車
Ｐ
ロ
画
、
や
口
早
ロ
ロ
再
由
■
函
・
■
申
ロ
ロ
■
宰
画
口
由
卓
画
●
ｐ
ご
唾
》

唖
”
唖
毎
ｍ
四
嘩
戊
由
痴
顧
唾
ゆ
ゅ
嘩
卑
印
守
口
岬
』
亭
』
要
唖
毎
ｍ
埠
由
卓
画
歯
種
》
隼
ぴ
陣
印
画
《
車
、
幸
一
■
■
ロ
画
中
西
重
牢
ロ
車
宰
や
卓
年
卑
土
ロ
■
ぬ
心
心
』
”
ロ
四
口
鹿
掴
の
車
吟
炉
■
蹄
■
”
師
歯
”
油
単
画
取
や
“
画
勾
揮
強
飾
や
ゆ
■
申
年
妙
■
昼
画
面
Ｐ
酉
中
や
ロ
申
函
毎
亡
ロ
《
画
鍾
守
室

ま
す
。国

民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障

だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
障

害
が
残
っ
た
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
と

き
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の
「
万
こ
も
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
、
第
一
号
被
保
険

者
は
市
区
町
村
役
場
で
、
第
三
号
被

保
険
者
は
配
偶
者
の
勤
務
先
な
ど
を

経
由
し
て
行
い
ま
す
。
第
二
号
被
保

険
者
は
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
手
続

き
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
個

申
告
の
と
き
申
告
す
れ
ば

ま
す
。

才
ユ
メ

め
た

告
の

額
がと

な
り の会 ｜

平
成
十
六
年
度
国
民
銅
宝
標
語
一

別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

第
一
号
被
保
険
者
、
第
三
号
被
保

険
者
の
方
は
自
分
で
手
続
き
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
二
十
歳
に

な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

手
続
き
の
問
い
合
わ
せ
は
、
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
役
場
、
最
寄
り
の

社
会
保
険
事
務
所
へ
。

口
優
秀
作
品

納
め
ま
す二

十
才
の
ル
ー
ル国

民
年
金

は
、

Ｂ
ｃ

溌沸溌
総
溌
溌
轆
幣
溌
携
溌
溌
溌
溌
龍
誌
溌
溌
誌
劣
龍
溌
甥
悲
沸
溌

可

■ ，平成16年秋の叙勲

三和清平さん(相内)に詞動詞

●弓 お う せ い

許 田中旺盛くん
＊
龍 咲恵さん（お母さん）

＊
＊
艶
:や
＊
溜

溌
溌
洗
糸
劣
溌
弛

墓場‘溌鍬溌溌溌詩**詩劣惣誌溌溌劣認

～消防団長を20年間歴任～
１
１
１

〆 ~、

文化の日の11月3日、秋の

叙勲受章者が発表され、当村

から消防功労者として、三和

清平さんが瑞宝双光章を受章

しました。

三和さんは、昭和29年5月

相内村消防団員を拝命以来50 1

年間にわたり消防団活動を実践してきました。そ
の間昭和58年10月から平成15年11月の退団まで、
消防団長を20年間歴任されました。

50年間の消防活動を通して、地域住民の生命財
産を守り民生の安定に貢献するとともに、村･の消
防力向上に寄与した功績が認められたものです。

一」
一口幹●中■可一一一一■■寺一～一画戸戸F一三一一一ロコーーーーロー■一一
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.'‘。’。…………｡………．‘や
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律

や

雷稽瘍⑳：
翻面醜；

回

寧

ご

以下のとおり地区に雪ミ
画

捨場存設置しておりま§
‐

す。ご利用下さい。
車

■

ー

｡

~

J”万万？11万面‘.”wQ叩”””””ゼ日伊

【大遅公園駐車壜D

大通公哩駐麺埋

阿覗

乍至小泊国瑚3399至中里吟

●コミセン

市測中拶捜●

雪箇曼”
路上溌軍

1－

路上の駐
決められ

での駐停車
よう。また
でやむをえ
くときは、
を立ててく

固腫
画

の

口

車

卸

■

酋

勾

再

ロ

町

0■

ロ
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市珊村役埋

這踏に雪壱捨て蓮いて下奮い

除雪車でよせた雪を道路に返したり、各家庭の雪を道路
に押し出したりしないでください。

【脇元漁業協同組合事務所東側， 1旧葛西製材所向blい】

や蕊小泊国道339碁至五所川醗坤
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令至小泊圃遁339署至相内坤

旧
通
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|砺寡|p"|畭菫霞に唇S○m以翻に遊雪ら瘤いご下さい
1旧十三肌学校働ﾗｳﾆIド､， q旧太田小学校グﾗｳドﾚ

除雪車は重機械であり、前後10m
位は死角となります。また、雪の中
に混じっている砕石、ガラス等が飛
び散る場合もあります

＄鋤
で30m以内には近寄
らないようお願いし
ます。

●総意阿嗣

仁至小泊

覇詞

〃

●
旧太田小馨校

|お問い合わせ｜〃一~忍冒.~ﾝ藍．
担当：市浦村役場産業建設課建設係
公0173－62－2111（内線23）

十三公民餌●●亀田蒜匪

令至小泊
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⑤
⑧
⑳
③

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
酉
年
で
す
。
小
さ

い
頃
、
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
の
鳴
き

声
で
目
覚
め
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、

最
近
は
と
ん
と
聞
か
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
は
鶏
は
鶏
舎
の
中
で
飼
わ

れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

さ
て
今
年
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

も
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
す
ね
。

い
よ
い
よ
合
併
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

「
広
報
し
う
ら
」
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
二
号
と
な
り
ま
し
た
。
市
浦
村

と
し
て
の
最
後
の
広
報
を
担
当
で
き

る
の
は
と
て
も
光
栄
な
こ
と
だ
と
恩

角
分
０
宙

0自動車リワイクル法がスヨート11

1月1日より自転車リサイクル法がスタートしま

す。自動車所有者には、①リサイクル料金の支払い、．
②廃車する際は自治体に登録された引取業者に引渡、
すこと、が義務付けられます。

リサイクル料金は、来年1月1日以降の新車の場
合は購入する時、現在お持ちのクルマは最初の車検
時までに、車検を受けずに廃車する場合は廃車時に、
リサイクル料金を管理する法人として国の指定を受
けた側自動車リサイクル促進センターにお支払いい
ただくことが必要になります。

リサイクル料金は、メーカーが実施するシュレッ,
。ダーダスト（廃車の破砕後に残るゴミ)、エアバッ，

ク類、フロン類のリサイクルや適正処理に使われ、
また－部はリサイクル料金の管理や廃車処理の情報
管理にも使われます。地球環境を守るため、自動車

‘所有者が果たす重要な役割であることに御理解をお
願いいたします。 ：

しお問い合わせ

自動車リサイクルシステムコンタクトセンター
I,

恋03－5673－7396
j!

。二日簾一夢唇亭辛勺i毎毛_■畢暑令■画.亭血㈲』毎釘旬名薯管■｡

い
ま
す
。
寂
し
が
っ
て
ば
か
り
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

さ
あ
元
気
に
新
し
い
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
ょ
う
。

震
紙
写
真
説
明
一

十
二
月
十
八
日
川
倉
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
そ
ば
打
ち
体
験

が
お
こ
な
わ
れ
、
し
う
ら
子
ど

も
未
来
塾
生
と
保
護
者
五
十
三

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

七
月
に
種
を
ま
き
丹
精
こ
め

て
育
て
ら
れ
た
そ
ば
は
実
の
入

り
も
上
々
・
川
倉
農
産
物
加
工

部
会
の
方
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
そ
ば
打
ち
を
体
験
し

ま
し
た
。
親
子
で
打
ち
立
て
、

ゆ
で
た
て
の
そ
ば
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。


